
(1) 令和4年10月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第406号

№ 406

１Ｐ　石州浜っ子夏まつり１Ｐ　石州浜っ子夏まつり

２Ｐ　２Ｐ　島根県知事を囲む要望懇談会島根県知事を囲む要望懇談会

３Ｐ　３Ｐ　会議所月報、はまだ応援チケット会議所月報、はまだ応援チケット

４Ｐ　４Ｐ　山陰自動車道建設促進島根県民総決起大会山陰自動車道建設促進島根県民総決起大会

　　　　　　秋の全国交通安全運動、秋の全国交通安全運動、女性のためのプチ創業セミナー女性のためのプチ創業セミナー

５Ｐ　５Ｐ　青年部だより青年部だより

６Ｐ　優良商工従業員表彰式６Ｐ　優良商工従業員表彰式

　　　労働保険口座振替、相談会のお知らせ　　　労働保険口座振替、相談会のお知らせ

７Ｐ　産業雇用安定センターからのご案内７Ｐ　産業雇用安定センターからのご案内

８Ｐ８Ｐ　　ＢＢ大鍋フェスティバル 2022ＢＢ大鍋フェスティバル 2022

夜空を彩る約 3,000 発の花火に歓喜の拍手夜空を彩る約 3,000 発の花火に歓喜の拍手

北 前 船 寄 港 地

外ノ浦
伝統芸能

石見神楽

石州浜っ子夏まつり３年ぶり開催石州浜っ子夏まつり３年ぶり開催

　浜田の夏の一大イベント「石州浜っ子夏まつり」が 9 月 10 日、浜田漁港周辺会場で 3 年ぶりに花火のみで　浜田の夏の一大イベント「石州浜っ子夏まつり」が 9 月 10 日、浜田漁港周辺会場で 3 年ぶりに花火のみで

開催され、4,000 人を超える来場者を魅了しました。開催され、4,000 人を超える来場者を魅了しました。当初、例年通り 8 月上旬に予定されていましたが、当初、例年通り 8 月上旬に予定されていましたが、新型新型

コロナウイルスの感染者急拡大により 1カ月延期しての開催となりました。コロナウイルスの感染者急拡大により 1カ月延期しての開催となりました。

　当日は来場者数把握のため受付時にリストバンドが配布されたほか、各種出店やステージイベントは行われ　当日は来場者数把握のため受付時にリストバンドが配布されたほか、各種出店やステージイベントは行われ

ず徹底した感染症対策が講じられていました。また、花火打ち上げの模様は石見ケーブルビジョンにより生中ず徹底した感染症対策が講じられていました。また、花火打ち上げの模様は石見ケーブルビジョンにより生中

継で届けられました。継で届けられました。

　来場者は、「今年も開催が難しいと思っていただけに久々に活気のある会場で花火を楽しめることができて　来場者は、「今年も開催が難しいと思っていただけに久々に活気のある会場で花火を楽しめることができて

良かった。以前のように市内が盛り上げるきっかけとなれば」と期待を寄せていました。良かった。以前のように市内が盛り上げるきっかけとなれば」と期待を寄せていました。
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 第２５０回 第２５０回常議員会の報告　（ ９月１３日開催 )常議員会の報告　（ ９月１３日開催 )

協議事項

１．会議所会員加入承諾について　    

　　[6月末会員数 ] 　1,168　[8月末会員数 ]　1,165     

　  [2022年 4月1日現在商工業者数 ]　2,190

　　[組織率]   53.20％

    　加入事業所数 ： 3　　退会事業所数 ：6

２．１号議員の職務執行者変更について

    ㈱ケイ・エフ・ジー

　　　代表取締役　戸津川　隆元 氏

　　　　 　（前任者：戸津川　隆子 氏）

 　 浜田小野田レミコン㈱

　　　代表取締役　  西坂　秀紀 氏

　　　　　　 （前任者：登田　克巳 氏）

報告事項

１．プレミアム付はまだ応援チケット第 2 弾発行に  

　　 係る市長への要望について

２．令和 4年度浜田市長・市議会議長への要望について

３．令和 4年度島根県知事を囲む要望懇談会について

４．第 5回 21 世紀まちづくり委員会について

事業説明

「在籍型出向、キャリア人材バンクについて」

　説明者：公益財団法人 産業雇用安定センター島根事務所

　　　　　参与　佐藤　寿広 氏

　　　　　参与　長谷川　敏 氏　　

新入会員のご案内新入会員のご案内/ご入会いただきありがとうございます/ご入会いただきありがとうございます

蕎麦製粉　うえの　　　　　代表　　　　　上野　悟　 　　浜田市周布町  　農業蕎麦製粉　うえの　　　　　代表　　　　　上野　悟　 　　浜田市周布町  　農業

（敬称略）（敬称略）

Créer（クレエ）　　　　　　代表  　　　　新矢　真治　　 Créer（クレエ）　　　　　　代表  　　　　新矢　真治　　 浜田市新町浜田市新町　　　　飲食業　　　　飲食業　　

会 議 所 月 報会 議 所 月 報

㈱ブラザー　　  　　　　  代表取締役　　上野　大輔  　 ㈱ブラザー　　  　　　　  代表取締役　　上野　大輔  　 浜田市長沢町浜田市長沢町　　　　建設業建設業

  



(4)浜田商工会議所だより第406号 令和4年10月15日（発行定日15日）

  

  

正
副
会
頭
を
は
じ
め
各
部
会

か
ら
計
11
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

大
会
決
議
で
は
、
益
田
市

の
事
業
未
着
手
区
間
（
２
．

８
km
）
の
早
期
着
工
な
ど
6

項
目
を
国
に
求
め
る
こ
と
が

採
択
。
整
備
の
必
要
性
を
訴

え
る
意
見
発
表
で
は
、
若
女

食
品
㈱
の
住
田
社
長
が
「
ビ

ジ
ネ
ス
に
は
ス
ピ
ー
ド
が
重

要
で
、
山
陰
道
は
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
」
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
江
市
出
身
で
元

国
土
交
通
事
務
次
官
の
毛
利

氏
は
、
防
災
や
減
災
の
観
点

か
ら
、
災
害
時
に
山
陰
道
が

国
道
9
号
の
代
替
路
と
な
っ

た
事
例
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
陰
道
三
隅
・
益
田
道
路 

石
見
三
隅
IC
～
遠
田
IC
は
、

令
和
7
年
度
の
開
通
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

  

山

陰

道

の

整

備

促

進

を

目

指

し

山

陰

道

の

整

備

促

進

を

目

指

し

　

　

　

　

県

民

総

決

起

大

会

を

開

催

　

　

　

　

県

民

総

決

起

大

会

を

開

催

　

今
年
度
は
、
①
歩
行
者
の

　

今
年
度
は
、
①
歩
行
者
の

安
全
確
保
➁
夕
暮
れ
時
と
夜

安
全
確
保
➁
夕
暮
れ
時
と
夜

間
の
歩
行
者
事
故
等
の
防
止

間
の
歩
行
者
事
故
等
の
防
止

及
び
飲
酒
運
転
の
根
絶
③
自

及
び
飲
酒
運
転
の
根
絶
③
自

転
車
の
交
通
ル
ー
ル
順
守
の

転
車
の
交
通
ル
ー
ル
順
守
の

徹
底
を
重
点
項
目
と
し
て
展

徹
底
を
重
点
項
目
と
し
て
展

開
さ
れ
、
大
向
部
会
長
は
活

開
さ
れ
、
大
向
部
会
長
は
活

動
に
先
立
ち
「
こ
の
活
動
を

動
に
先
立
ち
「
こ
の
活
動
を

通
し
て
安
心
安
全
な
町
づ
く

通
し
て
安
心
安
全
な
町
づ
く

り
に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と

り
に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
島
根
県
ト
ラ
ッ
ク

　

ま
た
、
島
根
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
浜
田
支
部
長
を
務
め
る

協
会
浜
田
支
部
長
を
務
め
る

大
向
部
会
長
は
、

大
向
部
会
長
は
、
99
月月
1414
日日

（
水
）
に
、
今
年
に
入
り
飲
酒

（
水
）
に
、
今
年
に
入
り
飲
酒

運
転
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ

運
転
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
鑑
み
て
、

と
を
鑑
み
て
、
3737
事
業
所
の

事
業
所
の

「
飲
酒
運
転
根
絶
署
名
簿
」
を

「
飲
酒
運
転
根
絶
署
名
簿
」
を

伊
藤
益
彦
浜
田
警
察
署
長
に

伊
藤
益
彦
浜
田
警
察
署
長
に

提
出
し
ま
し
た
。

提
出
し
ま
し
た
。

　

運
輸
部
会
で
は
、
今
後
も

　

運
輸
部
会
で
は
、
今
後
も

事
故
の
な
い
地
域
社
会
づ
く

事
故
の
な
い
地
域
社
会
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
啓
発

り
を
実
現
す
る
た
め
に
啓
発

活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。  

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
（
動
（
99
月月
2121
日
か
ら

日
か
ら
3030
日
ま
日
ま

で
）
が
実
施
さ
れ
た
の
に
伴

で
）
が
実
施
さ
れ
た
の
に
伴

い
、
い
、
2222
日
に
商
工
会
議
所
会

日
に
商
工
会
議
所
会

館
前
で
運
輸
部
会
（
大
向
寛

館
前
で
運
輸
部
会
（
大
向
寛

部
会
長
）
に
よ
る
街
頭
啓
発

部
会
長
）
に
よ
る
街
頭
啓
発

活
動
に
よ
る
呼
び
か
け
が
あ

活
動
に
よ
る
呼
び
か
け
が
あ

り
、
参
加
さ
れ
た

り
、
参
加
さ
れ
た
88
名
が
プ

名
が
プ

ラ
カ
ー
ド
で
「
飲
酒
運
転
の

ラ
カ
ー
ド
で
「
飲
酒
運
転
の

根
絶
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
」

根
絶
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
」

を
通
行
す
る
車
両
に
訴
え
か

を
通
行
す
る
車
両
に
訴
え
か

け
ま
し
た
。

け
ま
し
た
。

  

秋

の

全

国

交

通

安

全

運

動

で

秋

の

全

国

交

通

安

全

運

動

で

　

　

　

　

　

　

　

　

 
 

 
 

街

頭

啓

発

活

動

を

実

施

街

頭

啓

発

活

動

を

実

施

　

山
陰
自
動
車
道
建
設
促
進

島
根
県
民
総
決
起
大
会
が
9

月
18
日
（
日
）
に
、
江
津
市

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
沿
線
7
市
の
首
長

や
経
済
団
体
で
構
成
さ
れ
る

山
陰
自
動
車
道
（
安
来
～
益

田
）
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

が
主
催
し
、
県
内
自
治
体
や

商
工
業
の
関
係
者
約
５
０
０

名
が
集
ま
り
、
当
所
か
ら
は

久保田浜田市長（中央）、丸山島根県知事（右）久保田浜田市長（中央）、丸山島根県知事（右）

  
を
図
り
、
女
性
の
社
会
進
出

及
び
起
業
の
気
運
を
高
め
地

域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

延
べ
１
４
０
名
を
超
え
る
受

講
生
か
ら
、
こ
れ
ま
で
1
割

近
く
の
方
が
実
際
に
起
業
し

て
い
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
広
島
市
で
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
を
展
開
す

る(

株)

ソ
ア
ラ
サ
ー
ビ
ス

の
牛
来
社
長
ら
3
名
を
招
き
、

3
回
の
講
義
と
個
別
面
談
で

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
具
体
化

や
効
果
的
な
営
業
・
販
売
促

進
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
創
業
を
前
向
き
に
捉

え
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し

た
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

浜
田
商
工
会
議
所
は
今
後

と
も
女
性
の
起
業
や
社
会
進

出
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

～

趣

味

や

経

験

を

仕

事

に

す

る

～

～

趣

味

や

経

験

を

仕

事

に

す

る

～

　

　

　

　

女

性

の

た

め

の

プ

チ

創

業

セ

ミ

ナ

ー

女

性

の

た

め

の

プ

チ

創

業

セ

ミ

ナ

ー

　

毎
年
恒
例
の
「
女
性
の
た

め
の
プ
チ
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」

が
本
年
8
月
か
ら
9
月
ま
で

計
4
回
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

形
式
で
開
催
さ
れ
、
第
9
回

目
を
迎
え
る
今
回
は
新
規
創

業
を
志
す
11
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
女
性

が
在
宅
で
も
可
能
な
事
業
の

起
業
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
働
き
方
の
創
出

豊富な支援実績を誇る講師により開催豊富な支援実績を誇る講師により開催

プラカードを手に啓発活動を行う運輸部常任委員プラカードを手に啓発活動を行う運輸部常任委員



(5) 令和4年10月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第406号

［  浜田商工会議所 青年部だより － １０月号 － ］

　9 月 21 日（水）に青年部 9 月例会が開催されました。

今回の例会は、11 月の開催まで間近に迫った「BB 大鍋フェ

スティバル 2022」の内容説明及びグループディスカッ

ションを行いました。

　今年の「BB 大鍋フェスティバル」も昨年同様に、例年

とは大きく異なり、大鍋のふるまいを自粛した内容にな

ります。まず委員長より今年の開催内容の説明があり、

その後メンバーが 3 つに分かれたグループごとに予想さ

れる課題や注意点などを話し合いました。

　コロナ対策としての受付での検温、消毒について、配

布する海鮮食材の配布方法について、チラシ及びポスター

の記載内容等、限られた時間ではありましたが、多数の

問題提起が出来、開催へ向けて有意義なグループディス

カッションとなったのではないかと思います。

　今回出ました貴重なご意見は委員会でさらに議論を重

ね、より良いものとしていきたいと思います。青年部メ

ンバーの皆様には今年の開催まで、引き続きご協力をお

願いしたいと思います。ありがとうございました。

ポスターについて説明する青年部メンバー

グループディスカッションで開催方法について協議

９月例会について
BB 委員会　竹本大輔



(6)浜田商工会議所だより第406号 令和4年10月15日（発行定日15日）

  

優 良 商 工 従 業 員 表 彰 式 の お 知 ら せ優 良 商 工 従 業 員 表 彰 式 の お 知 ら せ

日　時：令和４年１１月２１日 (月 )　１６:００～１９:３０日　時：令和４年１１月２１日 (月 )　１６:００～１９:３０

場　所：浜田ニューキャッスルホテル場　所：浜田ニューキャッスルホテル

内　容：従業員表彰式、講演会並びに祝賀懇親会内　容：従業員表彰式、講演会並びに祝賀懇親会

　　　　　　　　★新型コロナウイルス感染拡大等の情勢の変化★新型コロナウイルス感染拡大等の情勢の変化

　　　　　　に応じて中止を決定する場合がございます。　　　　　　に応じて中止を決定する場合がございます。

講  師：中井　宏次さん講  師：中井　宏次さん

参加費参加費：３，５００円：３，５００円

お申込みは１０月２１日（金）お申込みは１０月２１日（金）

までに下記へご連絡くださいまでに下記へご連絡ください

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　総務課　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　総務課　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

  

労 働 保 険 料 等 口 座 振 替 日 の お 知 ら せ労 働 保 険 料 等 口 座 振 替 日 の お 知 ら せ

　会員サービスの一環として事務組合を運営しており、労働保険に関する事務処理を一括して代行しています。　会員サービスの一環として事務組合を運営しており、労働保険に関する事務処理を一括して代行しています。

事務委託によるメリット！事務委託によるメリット！
①労働保険に関する事務処理を一括しますので事業主の事務負担が軽減されます。①労働保険に関する事務処理を一括しますので事業主の事務負担が軽減されます。

②また、労働保険料を金額に関わらず３回に分割して納付することができます。②また、労働保険料を金額に関わらず３回に分割して納付することができます。

③事業主または家族従業員も労災保険に加入することができます。（特別加入）③事業主または家族従業員も労災保険に加入することができます。（特別加入）

　１０月中旬頃に事務委託を利用しておられる事業所へ、「労働保険料等口座振替のお知らせ（振替通知書）令和４年度　１０月中旬頃に事務委託を利用しておられる事業所へ、「労働保険料等口座振替のお知らせ（振替通知書）令和４年度

２期分」ハガキを送付します。振替日にご指定の預金口座から引落しますので、事前に預金残高をご確認ください。２期分」ハガキを送付します。振替日にご指定の預金口座から引落しますので、事前に預金残高をご確認ください。

振替日振替日 令和４年１０月３１日（月）令和４年１０月３１日（月）

◆浜田商工会議所では事務委託事業所を募集しています！◆◆浜田商工会議所では事務委託事業所を募集しています！◆

  

　　

令和 4年 10 月 18 日（火）　10時～ 16時令和 4年 10 月 18 日（火）　10時～ 16時 開催日開催日

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

相談員相談員

無　料無　料

事業承継コーディネーター事業承継コーディネーター　村上　弘基　氏　村上　弘基　氏

令和 4年 10 月 19 日（水）　10時～ 16時令和 4年 10 月 19 日（水）　10時～ 16時

日本政策金融公庫 浜田支店日本政策金融公庫 浜田支店

事業承継相談会事業承継相談会 定例経営相談会定例経営相談会

相談会開催のお知らせ相談会開催のお知らせ

創業相談や資金繰りに関するご相談はこちら創業相談や資金繰りに関するご相談はこちら事業の承継や引継ぎに関するご相談はこちら事業の承継や引継ぎに関するご相談はこちら

専門相談員より、相談者のお悩みに即した実務的な助言により、問題解決をサポートします。専門相談員より、相談者のお悩みに即した実務的な助言により、問題解決をサポートします。

相談は無料、秘密は厳守します。まずはお気軽にお問合せください。相談は無料、秘密は厳守します。まずはお気軽にお問合せください。

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　総務課　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　総務課　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400



(7) 令和4年10月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第406号

  



(8)浜田商工会議所だより第406号 令和4年10月15日（発行定日15日）

　発行所：浜田商工会議所　　住所：〒 697-0027　島根県浜田市殿町 124-2　　TEL：(0855)22-3025　　FAX：(0855)22-5400

　編集発行人：田村　洋二　　印刷所：柏村印刷株式会社　１部 110 円 ( 税込 ) 但し会員の購読料は会費の中に含まれます


